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中期経営計画策定に当たって中期経営計画策定に当たって
前期までの中期経営方針の結果も踏まえ、収益基盤をより拡大するため、「成長」
をテーマとした中期経営計画を策定いたしました

中期経営方針 （前期まで）

基本方針「ライセンスビジネスの成基本方針 ライセンスビジネスの成
功」に向けて、中期的に以下の課題
に重点的に取り組んでいきます

収益基盤拡大
成長

会社の成長はもちろん、社員
一人一人も大きく成長するよ

収益基盤拡大

安定した収益を確保できる分野
の創出、拡大 人 人も大きく成長するよ

うに全社員チャレンジ精神を
もって中期経営計画を遂行し
てま ります

ライセンスビジネスに重点をお
いた事業展開

てまいります黒字体質への転換

業績の変動に対応し、黒字が
確保できるよう柔軟な費用構造
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確保できるよう柔軟な費用構造
への転換



中期経営計画中期経営計画

3つの事業領域で成長3つの事業領域で成長

既存事業をベースに成長

ジ ケ トを新規市場とし 捉えるアジアマーケットを新規市場として捉える

新たな成長基盤としてサービス事業に取り組む

内なる成長として、収益性と生産性の向上

 リソースを集中することで、プロジェクト管理を徹底

研究開発資産の管理とメンテナンス、新規開発実施

グローバル化によるコスト低減と開発力増強グ ル化による スト低減と開発力増強

人材育成と適切な配置による生産性向上
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既存事業をベースに成長
（3つの事業領域で成長）

既存事業をベースに成長
SIPを中心とした従来の既存事業をベースとして緩やかな成長を図る

ソフトフロントの強み・実績 今後の取り組みソフトフロントの強み 実績

今
後
の

N
G
N

ス

• NTTのフレッツ 光への接続ノウハウ

• NTTグループとの協力関係

今後の取り組み

1.新たな「成長分野」
の発掘

の
成
長
分
野

W
E
B

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

•最先端のWEBテクノロジー

•システム開発、画像処理に強み 成長分野
2.「成長分野」の収益

確保

端
末

メ
ー
カ

•優れた相互接続性

•各通信事業者への接続実績

野ォ
ン

3.「収益の根幹」では
ソリューション提供

収
益
の

末カ
ー

複
合
機

•多様な分野での採用実績

• IP FAX通信規格の開発ノウハウ

• NGN網への接続実績の
根
幹

機

電
力

通
信
事

• NGN網への接続実績

•長年の取引による技術ノウハウ

築

収益の根幹
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力
系

事
業
者

•システム構築実績
「成長分野」を「収益の根幹」へ



アジアマーケットを新規市場として捉える
（3つの事業領域で成長）

アジアマーケットを新規市場として捉える
新規市場としてアジアマーケットを狙う海外事業を興し成長を図る

ソフトフロントの事業ドメイン

今
後

ソフトフロントの事業ドメイン

2007年 2013年

展開先

参入市場後
の
成
長
分

2007年～

SIP技術とWEB
・NGN
・スマートフォン

2013年～ 参入市場
を収益の
根幹へ

分
野

スマ トフォン

収
益
の

2000年～

SIP技術が中心
・端末メ カ

根
幹

・端末メーカー
・複合機
・電力系通信事業者
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日本 ASEAN アジア



新たな成長基盤としてサービス事業に取り組む
（3つの事業領域で成長）

新たな成長基盤としてサービス事業に取り組む
デジタルポストを始めとするサービス事業に取り組み、新たな成長を図る

サービス事業の価値創出 価値創出に向けた取り組み

①現在の延長線
・デジタルポスト事業

②新顧客への進出

デ
ジ

②新顧客 進出
・ソフトフロント既存製品の展開

③新サービスへの進出
・協同事業ジ

タ
ル
ポ
ス
ト

協同事業

④新たな収益源の創出
・自社製品開発

ト

現在
価値

① ② ③ ④

短期的 中期的
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短期的 中期的



中期経営計画
（3つの事業領域で成長）

中期経営計画
既存事業で従来の延長として緩やかな成長を支え、海外事業とサービス事業で成
長を加速し、3年後には全社として収益基盤の拡大と規模拡大を達成する

ソフトフロントの成長イメージ

③デジタルポストを始めと
するサービス事業に取り
組み、新たな成長を図る

②新規市場としてアジア
マーケットを狙う海外

組み、新たな成長を図る

①SIPを中心とした従来の

マ ケットを狙う海外
事業を興し成長を図る

①SIPを中心とした従来の
既存事業をベースとし
て緩やかな成長を図る
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リソースを集中することで プロジェクト管理を徹底
（内なる成長として、収益性と生産性の向上）

リソースを集中することで、プロジェクト管理を徹底
開発リソースを集中し、効率のよいプロジェクト管理を行う

・廃止

主な改善手法組織体制 プロジェクト管理

効率をあげる

廃止
・非重複化
・集約化
・共通化

情報

技術力 設備研究

【目的】

プロジェクトの
生産性向上

効率をあげる
共 化

・負荷の平準化
・開発手法検討
・標準化

人材

技術力

ノウハウ

設備研究
開発
本部

生産性向上 ・自動化

・人材育成
製品

コストを下げる
・適切な人材配置
・オフショア開発リソースを集中させる
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研究開発資産の管理とメンテナンス 新規開発実施
（内なる成長として、収益性と生産性の向上）

研究開発資産の管理とメンテナンス、新規開発実施
研究開発資産のより効率的な管理とメンテナンス、新規開発を行う

主な評価視点研究開発資産の考え方

高 管
理・どんな技術を持ってい

途上技術 戦略技術競
合
関

影

理
・
メ
ン
テ
ナ

どんな技術を持 て
るのか

・社内のどこにあるのか

・どのような技術資産が関
係
に
与
え

響
度
合
い

ナ
ン
ス

・どのような技術資産が
配分されているか

・競争の武器になるのか

・事業へのインパクトは

萌芽技術 普及技術
え
る

い

新
規

・新しい技術へも取組ん
でいるのか

低 高

産業に利用できる

低
規
開
発
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産業に利用できる
具体性の度合い



グローバル化によるコスト低減と開発力増強
（内なる成長として、収益性と生産性の向上）

グローバル化によるコスト低減と開発力増強
グローバル体制で研究開発のコスト低減と開発力増強を行う

グ バル体制の ド プ

高

グローバル体制のロードマップ

技術移転

開
発

最終
地点

技術
移転

ソフトフロントの強みである開
発（技術）ノウハウをグローバル
拠点に移転するための教育や発

（
技
術
）
力

拠点に移転するための教育や
経験を積んでいく

最終地点力
グローバル

対応
オフショア

開発

最終地点
即効果は出ないが、業務承継
を行っていくことでグローバル
体制を構築していく

低 高

スト効果

低 体制を構築していく
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コスト効果



人材育成と適切な配置による生産性向上
（内なる成長として、収益性と生産性の向上）

人材育成と適切な配置による生産性向上
人材育成強化と適切な人材配置によって生産性向上を行う

生産性向上

将来の成長を担う 新しい事業を担う

研究開発
リーダーシップ

ビジネス
リーダーシップ

人材育成 人材配置

将来の成長を担う
技術者育成

新しい事業を担う
リーダー育成

人事改革の強化

人材育成 人材配置

人事改革の強化

（研究開発ビジョン）

顧客価値起点のイノベ ション
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顧客価値起点のイノベーション



中期経営計画
（内なる成長として、収益性と生産性の向上）

中期経営計画

リソースを集中する
ことで、プロジェクト

管理を徹底

研究開発資産の
管理とメンテナンス、

新規開発実施管理を徹底 新規開発実施

研究開発エンジニアの人材プールと
力 海外 拠点にコスト力のある海外開発拠点により、

第19期には収益性の向上と
生産性の向上を実現する

グローバル化に
よるコスト低減と

人材育成と
適切な配置による

生産性の向上を実現する

よるコスト低減と
開発力増強

適切な配置による
生産性向上
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第19期の目標値第19期の目標値

中期経営計画

3つの事業領域で成長

内なる成長として 収益性と生産性の向上内なる成長として、収益性と生産性の向上

2つのポイントを
着実に推し進める

【目標値】
売上高 最終利益

第19期 14億円 1億円
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今年度経営計画今年度経営計画
今年度は、先ず3つの事業領域に対応する組織づくりと既存事業を中心に、通期
黒字化を達成いたします

ソフトフロントの組織づくり 既存事業の黒字化

価値 ・顧客に提供する価値

コミュニ

管理システム
・価値を最大化する
ための仕組み

既存事業内において
もこのサイクルを徹底
的に回す

開発 営業

コミュニ
ケーション ・一貫して実現され

る企業活動

的に回す

スタンス

物事に対する姿勢や指向

既存事業 サ ビス事業

海外事業 ・計画を協力に推進
していく組織・体制

© 2013 Softfront All rights reserved 14

既存事業 サービス事業 していく組織 体制



今年度経営計画今年度経営計画
海外事業を展開するためにベトナムに子会社を設立いたします

・当社の通信ソフトウェア技術を活かし、グローバル市場
への事業展開を図ることは 事業規模の拡大 及び コへの事業展開を図ることは、事業規模の拡大、及び、コ
スト競争力強化の側面において重要である

・当社は主にキャリア向けビジネスで実績を上げており、こ当社は主にキャリア向け ジネ で実績を上げており、
の実績を活かし、日本市場から大きなグローバル市場へ
マンパワーをシフトし、キャリア向けビジネスを展開する

この計画の第 歩として ASEANの中でも経済成長が・この計画の第一歩として、ASEANの中でも経済成長が
見込まれるベトナム市場をグローバル展開のターゲット市
場と捉えて注力するため、販売網の構築を行うとともに、
現地に開発拠点を設け 生産性を向上することは不可現地に開発拠点を設け、生産性を向上することは不可
欠と判断し、子会社を設立する

子会社設立予定
（ホーチミン）
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今年度経営計画今年度経営計画
内なる成長として開発リソースを集中した研究開発本部を設けプロジェクトと開発
人員リソースの効率化を行うと共に、ベトナム子会社の開発力を活用し、生産性の
向上と収益性の向上を行います

【研究開発本部】（新設）【研究開発本部】（新設）

開発リソースを集中
•主に、プロジェクト
と開発人員リソと開発人員リソー
スの効率化を行う

開発力活用開発力活用

生産性の向上と収益性の向上を狙う
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